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ジンパブエ社会史研究の動向
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本研究は、南部アフリカ、具体的にはジンパプエにおける都市社会史研究の動向を整理しようと

したものである。現代ジンパプエの都市の歴史は、パイオニア・コラム(遠征隊)がブオートソー

ルズペリーを建設した19世紀末に遡ることができる。植民地支配に対する抵抗は時を移さず開始さ

れた。 1896-97年の蜂起から1970年代の独立運動にいたるまで農村を舞台とする社会史については

実に多くの研究が脅かれてきた。ところが、農村社会史研究の陰でこれまで植民地時代の都市にお

いて生じた社会的および政治的変動について書かれたものは相対的に少なかった。ジンパプエの社

会経済史研究においては、アフリカ人が都市化の過程で創り出そうとした空間、植民地国家の矛盾

した対応、労働組織に対する農村一都市間関係の影響、人種や階級やジェンダーにそって行なわれ

た都市のマッピングなど、今後、都市社会史について取組まねばならない課題は多い。

キーワード:農村社会史、都市化、都市社会史、労働史
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1 はじめに一南部アフリカにおける都市化の現状一

世界でもっとも都市化が遅れているアフリカ大陸のなかで、ザンピアや南アフリカの人口

周密な都市にみられるように、南部アフリカの都市化は急速である九都市の立地と建設は、

植民地時代の戦略上および通商上の事情によって、また、資源の所在によって規定されたが、

南部アフリカにおける都市化の固有の性格は、この地域における労働移動の特質と広がりに

よって生まれてきた一面がある。その中でも農村一都市間労働移動は、重要なー要因である。

都市移入民の問では、次第に都市内部に長く留まる傾向が見られ、その自然増が、人口増加

の重要な決定要因となってきた。また、都市化には各国特有の諸要因が影響している。たと

えば、南アフリカでは、 1980年代における流入規制の撤廃や他の諸法律の変更は、疑いもな

く都市化の形態と速度を変化させたo 1970年代以降のアンゴラとモザンピークでは内戦が、

ポツワナでは近年の経済プームが何千という農村の人々を都市に流入させたのである。

南部アフリカには実に多様な都市の形態が見られる。ケープタウン、ダーパンおよびマプ
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ト(ローレンソマルケス)のような港湾都市は典型的な「植民地都市」としてしばしばあげ

られるが、出稼ぎ労働 (migrantlabour)への依存を特徴とする鉱山活動の周辺に成長した

都市もある。南部アフリカ地域の工業化以前の時代に起源を持つ出稼ぎは、鉱山都市に限ら

れたわけではなく、ハラレ(ソールズペリー)のような政治と商業の中心地やダーパンやマ

プトのような港もすべて出稼ぎ労働に大いに依存してきた。キンパリー、ジョハネスパーグ、

それにコパーベルトの鉱山都市と同様に、それらの都市では、第二次世界大戦後まで、男性

の出稼ぎ民が支配的となる傾向が顕著であった。南部アフリカにおいて出稼ぎ労働が都市の

家族や文化や生活に及ぼした影響は深く、持続的であった九

また、南部アフリカの諸都市における社会地理や政治文化は、植民地時代の地方政府の形

態、行政、都市計画などによって形成された。それらのすべては独立後数十年がすぎてもわ

ずかに変化しただけである。都市のデザイン、密度、アメニティなど植民地時代の都市計画

では、人種間および階級聞の分離や区分が際立つていた。植民地支配の象徴を誇示するには

コストがかかり、しかも、地方当局がこの人種に基く空間秩序を完全に実現する能力にも限

界はあったが、独立後の南部アフリカ諸国の諸都市の経験をみれば、都市の形態は法律上の

書類のサインだけでは変化しなかったことがわかる。現代の南部アフリカにおける社会の分

断と階層化は、植民地支配の下で明白に人種差別化されたものと比べて厳格ではないにして

も、広い範囲にわたって存続している九

このようにアフリカの新興独立国には、去り行く植民地国家によって多くの都市問題が残

された。その後の数十年にわたって、これらの諸問題は、経済危機や政治と社会の変動がア

フリカの諸都市を悩ますたびに複雑な形で現れてきた。たとえば、ザンピアは、 1970年代の

中頃に突然、石油危機と銅価格の崩壊のためにスクオッターの都市流入に直面したo 1980年

代のモザンピークでは、内戦の影響のために土地を失った大量の農村の人々が都市に押し出

されることになった。 1980年代末と1990年代初頭のジンパプエでは、構造調整政策のために

都市人口の大多数を占める貧民がますます困窮する影響が現れた。現在、南アフリカの民主

的に選出された政府は、都市のホームレス、貧困、失業、都市化の加速という途方もない問

題に直面している。

都市化のレベルと経済発展の成功の問にはプラスの相関関係があると認められているが、

因果関係の方向については意見の隔たりがある。サハラ以南アフリカ全体を見た場合、急速

な都市化にもかかわらず、都市が「成長のエンジン」を演じていないことは明らかであるo

都市の人口が増加するにつれて、インフラストラクチャーや行政に対する要求は少なくなる

どころかますます大きくなり、経済成長と効果的な都市経営の両方に解決策が求められるよ

うになっている。かといって、国家の資源のうちで農村の貧民を犠牲にして都市に非対称的
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なシェアを確保することを前提とするような議論が善をなすとはもはや言えなくなってい

る4)。

最近では、南部アフリカにおいて、広くアフリカ大陸において、アジアやラテンアメリカ

と同様に、都市開発、具体的には都市経営についての関心が高まっている。また、 1990年代

初頭以降、たとえば世界銀行や国連開発計画など国際機関の開発政策においては、「持続的な

救済と開発Jへの理解と介入の努力のなかで都市に焦点をあわせる傾向がみられる九国際機

関の政策が南部アフリカにおける都市開発にとって重大で、時には決定的な影響を与えるが、

都市にかかる現実的なストレスは、政策の見直しを迫っている。

以上のような背景の下で、植民地時代の都市行政の遺産や独立後の都市改造の取組の歴史

的研究が試みられるようになり、国際的ドナーの下での都市管理概念とその応用については

批判的な検討が必要とされることがわかってきた。ところが、都市史研究は、都市空間の人

種差別的な分割に影響を与えた「都市経営の哲学Jや「都市デザインのイデオロギーJを理

解する上で貧弱な思考の枠組しか残してこなかった。都市計画の指針となり、もっと広い意

味での専門的知識や文化の歴史的理解に立脚した「計画する側jから見た都市の歴史が検討

される必要があるだろう。他方、多くの人々が語るように、「計画される側Jから見た都市の

歴史も必要であるo しかし、現実には、両方の見方は緊密に関連している。というのは、都

市の政策当局は住民に対して単純に青写真を強要できないし、政策の実施には、交渉と闘争

と協調が常に伴うからである6)。

この論稿は、南部アフリカにおける都市社会史研究の動向を整理するために、これまで筆

者が書き留めておいたノートの一部である o 1920年代末以降、アフリカにおける出稼ぎ、都

市化、都市生活については、人類学、社会学および歴史学の研究の流れが現在にいたるまで

続いているo そのような研究の中には、かつて行なわれたような村落一鉱山コンパウンドー

都市の相互関係について事例研究の蓄積があり、それを踏襲する研究は現在でもみられる。

また、 1930年代から1960年代までの都市人類学の開拓者的な研究に加えて、最近20年間にお

ける都市の社会史や経済史の研究からもアフリカ人の都市生活に関する豊かな成果が著され

ているし、農村と都市の諸要因の相互関連についての理解も進んだ九

事実上、個々の研究者は「都市研究ノfラダイムJに自らを意識的に位置づけなくても、多

くの社会科学的研究では都市に焦点が当てられるようになってきた。こうした研究の傾向が

はっきりしてきたのは、アフリカの各地を特徴づけている大きな経済的格差と社会的分裂が

都市において顕著に見られるからであり、また、変動激しい20世紀後半においては人々の抵

抗は基本的には都市的現象と考えられたからであるo 本稿では、考察の対象を南部アフリカ

のジンパプエに限定するが、それでも数多くの社会史研究をカバーすることなどとうてい不
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可能である。したがって、以下では、まず、ジンパプエ社会史研究を代表するテレンス・レ

ンジャー (TerenceRanger)の諸研究を概観し、次に、ジンパプエの労働史研究を紹介した

後、最近のジンパプエ都市社会史研究のいくつかを検討するヘ

2 ジンパプエ社会史研究とテレンス・レンジャー

テレンス・レンジャーは、 17世紀のアイルランド史家として研究生活を開始した九彼の立

場は、「アフリカ人史家に対して他の地域の歴史家によって開発された概念を紹介し、同時に

英欧の歴史家に対してはアフリカ史に関心をもたせる」というものである。 1987年に『過去

と現在J(Past and Present)誌上に発表されたジンノてプエにおけるミッショナリーとアフリ

カ人によるキリスト教の聖地の占有に関する論文は、アフリカ史研究のフィールドワークと

ヨーロツノf文化史の研究から得た洞察力に基いて著された卓越した成果である問。また、多く

の人々が認めるように、レンジャーのアフリカ史記述の真骨頂は、「直接の引用を巧みに利用

することでアフリカの人々に声を与える能力」である。そうした論文が数多く残されている。

ところで、レンジャーとジンパプエとの関係は、彼がリチヤード・グレイ (RichardGray) 

の後任としてローデシア大学に赴いたことに始まる。しかし、 NDP(National Democratic 

Party)のメンパーとなったレンジャーは、南ローデシアの白人社会からは非難されたが、ア

フリカ人からは友人として迎えら託ている。スケッチリー・サムカンゲ (SketchlySamkan-

ge)やハーパート・チテポ (HerbertChitepo)などとともにナショナリストの政治に関与し

たことは、レンジャーがナショナリズムの歴史的起源の研究に進む契機となり、パシア・ニ

ヤパザ (BasiaN yabadza)やサン・フランシスのコミュニティに接したことでアフリカ人の

宗教的独自性への自覚を高めた。このようにレンジャーの歴史的洞察力は、精密な文書研究

だけでなく、彼の個人的経験、すなわち説明しようとする事件への自らの参加によって形成

されたものであるという点を忘れてはならない川。

1960年代、タンザニアのダルエスサラーム大学はアフリカ史研究の中心であった。レンジ

ャーがいたこの大学には、数多くの優れた研究者が集まった。ジョン・サットン(John

Sutton)、ジョン・ロンスデール(John Lonsdale)、ジョン・アイリフ(John Iliffe)、イザ

リア・キマンボ(IsariaKimambo)、ウオルター・テム (Wa1terTemu)、ネッド・アルパ

ーズ (NedAlpers)、ウォルター・ロドネー (WalterRodney)、アンドリュー・ロパーツ

(Andrew Roberts)、ジョン・ソウル(JohnSauI)、ロジャー・ウッズ (RogerW oods)、

ジョパンニ・アリギ (GiovanniArrighi)、ライオネル・クリフ (LionelCliffe)など枚挙に

暇がないほどである12)01965年9月、ダルエスサラームでレンジャーを中心にしたアフリカ史

国際会議が連続して開催されたことは広く知られている。また、大規模なアフリカ史教育者
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会議が聞かれ、その結果、『中央アフリカ史j、『タンザニア史j、f南アフリカ史jという 3冊

の編著が公刊された則。

タンザニア在住の 6年間にレンジャーは、実に多くの著作を書いたが、とくに時間を費や

したのは二つの著書であった。すなわち『南ローデシアにおける反乱J(Revo!t in Southern 

Rhodesia， 1896 -97.)は1967年に出版され、『南ローデシアにおけるアフリカ人の声J(The 

African Voice in Southern Rhodesia.)は1970年に出版されている。彼は、さらに東アフリ

カの植民地経験の現実を捉えるためにもっと広い地域の研究に関心を示し、東・中央アフリ

カのさまざまな地域の資料に依拠しながら、アフリカ人による教育、原初的抵抗、魔術の一

掃運動の研究に取り組んでいる。こうした一連の研究は広い意味でアフリカ人の観念の動き

を明らかにしようとしたものであった。そうした研究成果は、「キリスト教と伝統的信奉J、

「薬品と癒し」、「首長の権威と民族のアイデンティティJ、それにダンス結社とポップカルチ

ャーの研究など一連の開拓者的な研究論文をみればわかる 14)。

1969年にレンジャーは、ダルエスサラームを離れ、 12年間のアフリカ生活に別れを告げた。

その後、 UCLAのアフリカ史教授(1969-1974年)、マンチェスター大学の現代史教授(1974

-1987年)、オックスフォード大学ローズ講座(人種関係研究)教授(1987-1997年)を歴任

する。 UCLA時代には、アフリカの宗教の歴史的研究に着手し、国際会議を開催しただけで

なく、 AfricanReligious Researchを発刊した。マンチェスター時代には、独立期をはさん

で再びジンパプエに関心を向けている 15)。また、オックスフォード時代には、数多くの大学院

生を育て、新しい世代のジンパプエ史家の集団を作り上げた。その代表的な人物がヌグワビ・

べべ (NguwabiBhebe)であるo

この間、レンジャーは自己の関心を向けた著作を次々と公刊していった。キマンボと共著

の fアフリカ宗教の歴史的研究J(T.Ranger and I.Kimambo eds.， The Historical Study of 

African Religion， London， 1972.)は、アフリカの宗教を歴史として研究する出発点となっ

たものである。『ジンパプエにおける農民意識とゲリラ戦争J(T.Ranger， Peasanl Conscious-

ness and Guerrilla叫匂γinZimbabwe. London. 1985.)は、 1980-81年のマコニ地区での農

民研究の草分け的な成果であった。f俺たちも同じ男じゃないのか:サムカンゲ一家とジンパ

プエのアフリカ人政治J(T.Ranger， Are We Not AIso Men : The Samkange Family and 

African Politics in Zimbabwe， 1920-64， London， 1995.)は、サムカンゲ一家のジンパプエ

政治とのかかわりを歴史的に研究したものである。べべと著した二つの編著『ジンパプエの

解放戦争における兵士jと『ジンパプエの解放戦争における社会j(N.Bhebe and T.Ranger 

eds.， Soldiers in Zimbabwe's Liberation W匂r，London， 1995. N.Bhebe and T.Ranger eds.， 

Society in Zimbabwe's Liberation "'匂r，London， 1996.)は、 20世紀のジンパプエ史研究者
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が到達した研究水準を知実に示している。さらに、最も新しい成果である f岩からの声:ジ

ンパプエのマトポの丘における自然、文化および歴史J(Voices 介omthe Rocks : Nature， 

Culture and Histoη in Matopos Hills 01 Zimbabwe， Harare， 1999.)は、レンジャーの積

年の成果であり、ジンパプエの農村社会史研究に新地平を開くものである。

レンジャーは、アフリカに関する研究を著し始めたもっとも初期から今日にいたるまで、

自らの著作でアフリカの人々をポジティプに評価する態度を貫いてきた。たとえば、 1896-

1897年のチムレンガ蜂起において白人に敵対して武力抵抗を行なったマショナランドのショ

ナ人が全面的に関与したと主張したところにもそれはあらわれている。また、彼は、食糧市

場への参入を企てたショナ人の農民たちが農民生産の可能性を最大化するために採用した多

くの戦略にも言及している。さらに、彼の研究したトンプソン・サムカンゲ (Thompson

Samkange)は、卓越した民主主義者であり、ナショナリストたちの統一と市民的諸制度を自

らの手で樹立する信念を結びつけた人物として高く評価されている。加えて、階級を越え、

アフリカ人同士の争いを最小限におさえた解放闘争期において「急進的な農民意識jの存在

を強調したのもレンジャーであった。

レンジャーがポジティプな面を強調したからといって、彼は決して20世紀のアフリカ史研

究が必要とした詳細な批判的分析を排除してはいなし~o r南ローデシアにおける反乱jにおい

て1896-97年の抵抗の統一性と広がりが誇張されているという批判はあるにせよ、ジンパプ

エの農村経済における農民の「小農化J(peasantification)の利害得失を最初に説明したの

はレンジャーであったし、アフリカ人のナショナリズム運動についてその不統一と達成の両

方を説明したのも彼であったo

レンジャーの研究で重要なのは、アフリカの人々や彼らの作り上げてきた社会の肯定的側

面を強調している点であるo 過去を生きてきた人々に対して持前の想像力を発揮して同感を

よせ、肯定的側面を強調している点こそレンジャーの研究の立場を如実にあらわしている。

今では当然のごとく語られるようになった「アフリカ人のイニシャティプJや「歴史のエー

ジェントとしてのアフリカ人Jを強調する方法態度はレンジャーに始まる。他方、こうした

態度は、聖者伝説に陥りがちであるが、レンジャーの場合には、アフリカの人々が何を考え

たかについての洞察と何をしたかについての記述が巧みに結ばれ、その結果、実に豊かなア

フリカ人の経験の説明が織り上げられている。

人民の抵抗を形成する上でアフリカ人の固有の宗教的信念の体系が重要であるとの主張

は、今日では広く受け入れられている。それは、他方、パジル・デビッドソン(BasilDavidson) 

のテーゼ(ゲリラ戦の経験が迷信、宗教、伝統主義、ユートピア主義の農民文化から合理的、

近代的、世俗的、社会主義の思考様式に移行させる)が拒否されたこととつながる。したが
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って、レンジャーの方法態度は、どこか他のところで定式化されたイデオロギーをアフリカ

人に課すのではなくて、アフリカに普通に暮らす人々の信念のシステムについて深い理解を

示すというものなのである 1針。

レンジャーは、常に積極的に理論的な論争に加わってきた。最近でも、「伝統の担造j、「エ

スニシティの想像J、「市民社会」、「ポストコロニアルの言説Jなどの諸概念をめぐる論争に

かかわっている。こうした論争は移ろいやすいものであるが、レンジャーのアプローチは不

変である。彼は、新しい概念には時を移さずに反応を示すが、すべてを包み込むような理論

的モデルに屈服はしない。基本的に一貫しているところは、アフリカ人を受身の犠牲者とし

て見るのではなく本来的に歴史の主体であるとして研究してきた点である。

3 労働史研究の動向

次に、最近のジンパプエ社会史研究の中の労働史研究を展望しておこう 1九ジンパ7エの抑

圧されてきた階級にとって、その歴史の回復は、闘争の持続力の源泉となるだけではなく、

問題を考える上で長期的なパースペクティプを与え、将来の希望の源泉ともなる。ジンパプ

エの労働運動の歴史は、通常、ナショナリストのエリートの闘いに従属させられてきたo 労

働運動とその指導者たちは、反植民地闘争の中ではしばしば認識されることはあっても、そ

の運動とナショナリスト政党の成長やナショナリストのイデオロギーとの関係は、ナショナ

リストの勝利の歴史にふさわしいように単純化された。しかし、最近になって、ょうやくジ

ンパプエの歴史記述にもっとオープンで批判的な議論を促進しようとする研究も現れてい

る。考えてみれば、政治の舞台において、独立の闘いは不均等なプロセスであって、そこに

は世に知られない英雄や意図せざる結果がともなうものである。民族形成の歴史は、選ばれ

た人々とその歴史の伝統に還元されてはならない。歴史研究には、常に懐疑と再検討がとも

なうものであるo

ジンパプエの労働史を概観してみると、一般的には、 1960年のグレイ (RichardGray)の

『二つの国民J (The Two Nations)の出版以来、 10年を一区切りとしてそれぞれに特徴

が見られた。 1960年代には、移民の人種差別主義を分析し、攻撃する著作が支配的であったo

グレイの論調は、ウィリアム・パーパー(WilliamBarber)やネイサン・シャムヤリラ (Nathan

Shamuyarira)によって増幅された。彼らは、都会であろうと農村であろうと、また工業で

あろうが農業であろうが、アフリカ人の経験した抑圧を探し出すことに関心があった。その

傾向は、先に述べたレンジャーの『南ローデシアにおけるアフリカ人の声jにも見出すこと

ができる 18)。

これとは対照的に1970年代になると、研究の主流はリベラルなアフリカニズムから人種問
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題を階級の問題に包摂しようとするラデイカルなマルクス主義に代わっていった。アリギ

(Giovanni Arrighi)、ヴァン・オンセレン (Charlesvan Onselen)、ダンカン・クラーク

(Duncan Clarke )は、黒人の労働階級の歴史を追跡した。アフリカ人のプロレタリアート

化のプロセスに関するアリギの議論は、クラークやヴァン・オンセレンによってとりあげら

れた。クラークは、「移民による植民地支配下での資本蓄積」の源泉は「安価な労働システム

の創出と維持Jであると論じ、ヴァン・オンセレンは、労働者がどのように搾取に抵抗した

かを示すことに関心があった。彼の fチパロ:南ローデシアにおける鉱山労働J(Chibaro: 

African Mine Labour in Southern Rhodesia 1900-1933.) は、鉱山業の費用構造、費用極

小化およびこの戦略のもたらした労働者の「賃金や生活条件Jへの影響を明らかにしただけ

でなく、コンパウンド制度がどれほど暴力的であり、それに対してアフリカ人鉱夫がどのよ

うに闘ったかを明らかにしている 19)。

このようなラデイカル派の見解は、 1980年代と1990年代にも持ち越されたが、独立の勝利

に酔うナショナリストの支援者によって次第に押し流されていった。階級闘争よりも国家統

一と国民形成の方を讃えた研究が現れる。それらによれば、 1980年4月以降のジンパプエは、

労働者と農民の両方が建設できるすべての世界のうちで最善のものであると祝福されたので

ある。もちろん、こうした著作とは異なる立場の研究として、バナナ (CanaanBanana)の

『混乱と固執』、レンジャーの『農民意識とゲリラ戦争』およびシャドウール(MarkShadur) 

の『途上国における労働関係jがあった制。

しかし、今日では、階級分析に関しても意見の不一致は抑えられない。 1980年代末以降、

ラデイカル派のモノグラフや論文が数多く現れ、取り扱われる時代も対象も多様になったが、

その中では、フィミスター(IanPhimister)の fジンパプエ経済社会史jと fワンギ・コリ

ア:植民地期ジンパプエにおける石炭、資本および労働j、それにラン(JonLunn)の『ロ

ーデシア鉄道システムにおける資本と労働J(Capital and Labour on the Rhodesian Rail-

way System， 1888 -194 7.)が特筆に価する21)。

4 都市社会史研究

ごく最近にいたるまで、ジンパプエの都市社会史研究の成果は出版されることも少なく、

うもれていたものが多かった。 1994年6月にレンジャーの組織した「ジンパプエ都市史研究

会議J(Zimbabwe Research Day Conference on Urban History)が契機となって、都市社

会史研究に光があてられることになった2九ジンパプエの都市史研究のテーマは、実に多岐に

わたっている。すなわち、都市化のプロセスの中で異なる時期に多様なアフリカ人グループ

によって形成された都市空間の特質、アフリカ人労働者の定着化と再生産の問題に対する植
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民地国家の矛盾した対応、農村での生産や労働過程とエスニシティの聞に見られた多様な関

係、労働組織や社会組織および「想像のナショナル・アイデンティティJに対する農村一都

市間関係の変動の影響、都市の構造や都市社会の組織形態に対する地域的な労働供給の影響、

人種・階級・ジェンダーに沿った都市のマッピングをめぐる人々の対立、「植民地都市Jと都

市で暮らす人々の闘いのジェンダー性などである23)。

ところで、ジンパプエの都市社会史研究の台頭は、南アフリカでの当該研究の興隆と対応

する面がある。南アフリカでの研究の主流は、白人の大学や諸外国に逃れて暮らしてきた人々

の研究から修正派へ移行している。ただ、 1994年以降、南アフリカの政治的経済的現実の移

行に直面した歴史研究にはどこか弱いところがあるとの批判が出ている。マムダニ (Mah-

mood Mamdani}の指摘によれば、南アフリカ白人の左派の現在の危機は、この問題の中に

位置づけられる24)。これに対して、ジンパプエの都市社会史の研究は、南アフリカとは異なる

軌道を描いており、ナショナリストの歴史への批判とラデイカル・マルキシストへの批判の

二重の遺産から生まれたのである。これは、一方で、ナショナリストの歴史研究の関心が衰

えることなく長続きしたこと、他方で、ジンパプエのラデイカル派の研究だけではなく南ア

フリカの研究成果も利用されたことに起因している問。

まず、 19世紀末から第二次世界大戦後にいたる時代を扱った諸研究から展望するo 植民地

時代のジンパフ'エでは、初期の都市居住地(キャンプ、軍事基地、砦)の建設は、植民地支

配のための政治経済構造を形成するプロセスの一部であった。都市の構造が発展するにつれ

て、都市計画の原則としては、差別化や支配が強調された。この原則は、イギリス、ドイツ

およびポルトガルの問で共通していた。植民地期南ローデシアにおける「空間の人種差別化」

(racialization of space)は、都市社会史研究の重要なテーマの一つである。

1933年に植民地政府は、最初の都市計画局を内務省においた。ヨーロッパ人移民の植民地

支配の狙いは、都市労働者の要求と労働の再生産費を一致させることおよび白人都市の概念

を堅持するものであった。植民地支配下での都市化の進展において、アフリカ人労働への依

存は隔離政策を撹乱するものであったo 植民地国家とその支持者(小企業家、鉄道関係者、

白人労働者)は、都市は白人のものであり、アフリカ人労働者の実質上の居住地は、郷里の

農村であると考えていたo アフリカ人にとって都市空間は一時的な生活の場であり、それに

かかるコストはできる限り少なくしようと中央政府は考えた。植民地に入植してきたヨーロ

ッパ出身の人々のイメージでは、アフリカ人の家庭や家族の再生産を確かなものとする場所

は農村地区であるとされたのである。その結果、植民地政府の都市政策では、アフリカ人労

働者は一時的定住者と規定され、政策の重点、は農村に置かれるという矛盾があったo ここで

は都市に定住するアフリカ人の賃金労働者はイメージされていない。
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このような考え方からすれば、都市政策自体は場当たり的となる。植民地政策の重点、も農

村での土地問題に置かれることになった。したがって、初期の植民地政府は、たとえば産業

および商業組合(ICU)のような政治組織が農村で運動を始めることには神経を尖らせた。当

局は都市社会を区分し、分断する意図を持っていたにせよ、実際には、アフリカ人労働者は

都市を自らのものとして飼いならすことができたのである。アフリカ人労働者たちは、自ら

の意思に基く経済的・政治的・文化的挑戦を通して植民地支配の監視の限界に立ち向かい、

都市空間の一部を自らのものとした。

別の見方をすれば、このような植民地政府の都市政策は、南ローデシア植民地国家が一枚

岩でなかったことを説明している。すなわち、中央政府が地方行政のレベルでは多様な移民

の利害とは対立し、時には従属していたことを示している。この点は、とくに不在地主が投

機的な目的で所有していた「プライベート・ロケーションjの状況に見られた。アフリカ人

の家族は大都市の近郊にある「プライベート・ロケーションJに住み、男たちはそこから毎

日仕事のために通う光景が見られた。このような性格の土地の存在は、 1930年代の土地配分

法の原則や意図に反したo したがって、ソールズペリーやプラワヨでは、「プライベート・ロ

ケーションJが労働再生産の代替地となり、植民地政府や雇い主は、都市での労働力の定着

化と再生産のコストを払うことがなかったのであるo このような投機的地主のなかには、ア

フリカ人に土地を貸していたものもいたほどである。

都市における不安定で一時的な居住は、出稼ぎ労働者の生活に集約されるo ソールズペリ

ーやプラワヨのような都市での居住が広がるにつれて、多数の労働者はニヤサランド、ポル

トガル領東アフリカ、北ローデシアから流入してきた。他方、南ローデシアの多くの労働者

にとって完全なプロレタリアート化を避ける闘いは、農村での生活が持続する限り意味をも

った。

1970年代にあらわされた1930年代までのプラワヨに関するスティープン・ソーントン (Ste-

phen Thornton)の研究は、南ローデシアにおける都市史研究を切り開くものであった。ソ

ーントンは、 1893年一1933年のプラワヨでのアフリカ人プチプルの台頭を考察している。南

ローデシアではヨーロッパ資本主義の不均等な発展と浸透がプロレタリア化のプロセスを規

定し、アフリカ人の蓄積の空間を規定した。彼は、ロケーションにおける小土地保有者の戦

略を検討している。賃金労働者のなかには生産手段を求める闘いのなかで、未成熟な都市政

策の隙間に蓄積の機会を見出す者も現れた。さらに、彼は、トンガ人の地方自治体労働者に

関して、トンガ人の戦闘的な意識の発展や都市労働市場における職業上の地位の低さは、彼

らが出身地で直面した土地剥奪という厳しい条件に係わると論じたo ソーントンは、農村で

の社会関係の厳しい疎外と都市での労働者の職種、組織形態、意識形態を結びつけて考えよ
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うとしたのであるzmo

1980年代末になると、都市社会史研究は吉園恒雄のソールズペリーの研究によって広がっ

た。この研究は、植民地時代初期におけるアフリカ人の都市社会の成長を理解しようとする

もので、アフリカ人が著しく困難な条件の中で自ら築こうとした世界を詳細に観察したもの

である。彼の調査によって、第一次世界大戦中の都市における労働者の抵抗の初期形態だけ

でなく、 ICUとそのリーダーシップの詳細が明らかにされた。最も重要な点は、ソールズペ

リーにおける多様な出稼ぎ労働の経験が都市およびもっと広い地域の政治に及ぼした影響に

ついての理解が進められたことである27)。

吉園の説明によれば、 20世紀初頭において、マショナランドのアフリカ人には農村で生活

の糧を得る選択はなお可能であったために、彼らは長期的な賃金雇用にもっぱら依存するこ

とを避ける余地を残していたのである。それゆえに、都市の組織や政治は、ニヤサランド(マ

ラウイ)、ポルトガル領東アフリカ(モザンピーク)、北ローデシア(ザンピア)出身の出稼

ぎ労働者に占められる傾向があった。これとショナ人労働者の土地への持続的な強い結びつ

きが重なり、また、ソールズペリーにおいては南ローデシア以外の地方の出身の労働者が支

配的であったこともあいまって、この段階では、ショナ人の労働者は、ソールズペリーの生

活にわずかの投入を試みたにすぎなかった28)。以上のように、吉圏の研究は、都市における多

様な出稼ぎ労働の歴史とこのような出稼ぎが都市の労働組織に及ぼした影響を理解するのに

優れた知見を提供したのであるo

次に、リチヤード・パリー (RichardParry)は、初期のソールズペリーにおける文化や組

織の表現形態を研究したo植民地国家の中心的課題は、イデオロギー的覇権にあるがゆえに、

多様な介入を通じて文化が発明され、再構成された。植民地の黒人たちが植民地の権力側の

意思に従属させられ、黒人労働者の対応力が押さえつけられたと強調する立場は、植民地社

会のダイナミズムを過度に単純化しており、人々の行動の説明としては不十分なものであるo

ソールズペリーにおける植民地経験から生まれたイデオロギーと文化を検討し、また、それ

が階級の形成や政治的行動に対してもった意義を考えようとしたのが、パリーの論稿であるo

そこで論じられたことは、次のようなものであった。第 1に、植民地支配のイデオロギーが

決して完全なものではなかった。第 2に、都市は、対立する諸要素を含みながら担造され、

再構成された多様な文化的制度の発展にとってだけでなく、植民地支配と重要なかかわりを

持ちつつ代替的な行動と理解の様式の発展にとっても重要であった。第3に、戦前期の黒人

の政治的抵抗は、植民地的言説の網の目の中に捉えられてしまうと、ロケーションの社会と

文化に触れることができず、植民地支配の経済的およびイデオロギー的基盤を覆すことを狙

いとする運動を阻んでしまうこともあった29)。
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ところで、ジェンダーの分野では、テレサ・パーンズ (TeresaBarnes) とティモシー・

スカーネッキア (TimothyScarnecchia)の研究が注目に値する。パーンズの研究は、アフ

リカの都市社会内部および女性に関して、植民地政策の変化の中でジェンダーをめぐる複雑

な闘争を明らかにしたものである。

アフリカ人女性は、しばしば、家父長制に挑戦した。彼らは、旅をしたり、失綜したり、

植民地の法廷を利用したり、自力で金を稼いだり、年長者に対して口答えをしたりした。し

かし、植民地時代のアフリカ人女性を家父長制的な抑圧に対して断固として戦った英雄とし

て描くのは誤りであろう。植民地時代のジンパプエの女性たちは、一般的に自らを父や夫や

息子たちの将来や希望や考え方と結びついた紳を破壊しようとしたのではない。彼らは、家

父長制に真っ向から対立することによってだげではなく、自分の心を最も動かすことのでき

る仕事を創り出したり実行したりすることでも都市社会の形成に貢献したのである。

このようにして、パーンズは、女性たちが彼らの父や夫たちの家父長制的権威に対して闘

ったばかりでなく、男たちとともに植民地政府に対しても闘ったことを明らかにしようとし

たo 彼女は、この点について1940年代のストライキを闘った人たちの要求の中で女性によっ

て提起された重要な問題の分析を通して説明している。

当時支配的であった経済制度が女性にどのような影響を及ぼしたかに関する労働者の理解

がストライキに加わる女性の意思にどのように関係していたかを示す証拠は大量に存在す

る。労働者の要求のリストを見れば、彼らが次第に家族の活力や社会的再生産の問題に関心

を向けていったことがわかる。もし女性の役割への考慮がもっと明確になれば、 1940年代の

ローデシアにおけるアフリカ人労働者は経済要求だけをかかげていたのではないことがわか

るであろう 30)。

パーンズは、 1940年代と1950年代の植民地期ジンパプエの都市における労働者についてこ

れまで軽視されてきた側面を明らかにしているo アフリカ人の既婚男性が社会経済闘争にお

いて重要な役割を演じてきたとはいえ、男性中心的な歴史研究では不満を持つ労働者として

の男性の意識に対する女性の影響が無視されてきた。彼女の研究では、 1945年の鉄道労働者

のストライキ、 1948年のゼネスト、 1946年の原住民登録法(Native(Urban Areas) Registra-

tion and Accommodation Act)に対するハラレのタウンシップにおける RICUのアジテー

ションが取り上げられ、アフリカ人の都市社会の再生産のために組まれたプログラムに対す

る労働者の不満が明らかにされている。ジェンダー関係への理解が政治や経済への取組と織

り合わせられていた面を捉えられないような研究は、ジンパプエの反植民地闘争のダイナミ

ズムを正確に説明することはできない31)。スカーネッキアの研究も、また、アフリカ人の都市

社会内部におけるジェンダーや階級の区分を扱っており、とくに居住空間に関する対立とア
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フリカ人コミュニティの中での階級や地位を規定する上でそうした空間の重要性に焦点、をあ

てたものである。 1940年代末と1950年代初めのハラレのタウンシツプの雰囲気は、既婚と単

身の労働者の問、既婚の人々の問、中流階級への上昇を望む人々と出稼ぎ労働者として農村

での生活様式を残したままの人々の間で緊張が高まっていた。

スカーネッキアは、アフリカ人労働者の定着化論争の重要な側面として都市環境における

女性の位置という問題を扱っているo すなわち、ハラレのタウンシップにおけるアフリカ人

居住空間の「立派な態度J(respectability)をめぐるマッピングは、既婚と独身の労働者、安

定を望む中流階級と出稼ぎ民の間の対立を示していたo それは、また、 1940年代と1950年代

のコミュニティの政治を特徴付けた。彼らの聞にこのような対立が発展してくると、女性の

行動の「受容性J(acceptability)に応じた女性のカテゴリ一分けは、台頭しつつあった黒人

中流階級の「立派な態度J(respectability)を規定する上で中心的な役割を演じたからである。

というのは、 1950年代のアフリカ人労働者をめぐる限定された定着化の中で、植民地時代に

ゆっくりと台頭してきた黒人の中流階級は、無秩序な都市大衆と社会的な距離を置くことを

求め、また、白人の移民と対等の市民権 (citizenshi p)を主張することで「立派な態度j

(respectability)を打ちたてようとしたからである。 1948年のゼネストや1950年代のナショ

ナリズムに大衆をひきこんでいったのは、都市人口の多くを占めていたこの階級の発展であ

った。このように、都市の労働に関するわれわれの理解をすすめるためには、経済および政

治のコンテキストだけではなく労働者の闘いの発展に影響を及ぼした社会的および文化的媒

介変数を考慮しなければならない問。

近年の研究では、たとえば階級、エスニシティおよびジェンダーというカテゴリーが取り

入れられるようになった。その結果、アフリカ人の都市社会の多様な構造、労働者の間にあ

らわれてくる多様な意識、労働組織や労働移動に影響する要因、労働運動とナショナリスト

の政治との関係の理解をいっそう進めることができるであろう o

さて、フレデリツク・クーパー (FrederickCooper)の脱植民地化とアフリカ人社会に関

する研究によれば、イギリスとフランスの植民地支配が直面した問題は、先に触れたように

都市労働力の定着化であった。それは、生産性を改善し、労働者を近代的世界に導きいれる

ために必要とされたのである。植民地当局にとってアフリカ人労働者が、一方で、無秩序の

都市の下位階級 (unrulyurban underclass)に陥ることを避けねばならなかったし、他方で

伝統的後進性 (traditionalbackwardness)の吸引を回避しなければならなかった。第二次

世界大戦後の植民地政府の労働政策を特徴づけたのは、この矛盾であった問。

第一次世界大戦後、南ローデシアでは、工業化の進展が見られた。この工業化のプロセス

は、フィミスターの研究で概観することができるo 産業資本は、もっと安定した労働力を要
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求したために、都市労働の不安定性についての調査が行なわれている。その一例として、 1944

年の高等弁務官報告書があげられる制。

こうした報告書の刊行後、植民地政府が都市のアフリカ人労働者のマッピング、行政およ

び管理の詳細な情報を収集し始めた。調査方法は、 19世紀にヨーロッパ列国で開発された諸

学問(神学、生理学、経済学、社会工学)の概念に基いて行なわれたが、植民地ではこれら

の諸概念に人種的偏見が取り入れられたのである。政府報告書の中に記載された勧告は、労

働力の定着化とアフリカ人労働者のための都市環境の整備であった。しかし、政策の実施は、

泥沼のような問題にとらわれた。すなわち、中央政府、地方当局および雇い主の間で「誰が

住宅や社会サービスを負担するかJについて意見の一致が見られなかったからであるo さら

に、都市の安定化と農村の土地改革は、都市での賃金の上昇に依存したが、これには白人農

民、鉱山経営者、白人労働者、それに工業家も反対した拘。

労働力の定着化問題に関して移民政府の懸念したもう一つの側面は、都市地域におけるア

フリカ人の統治とその代表権の問題であるo 1952年のホールマン(J.F.Holleman)の原住民

局 (Native Department)への提案では、地方評議会 (LocalCounciI)へのアフリカ人代表

の問題が論じられている。政府は、セキ (Sekj)とヌタパジンデュナ (Ntabazinduna)に新

タウンシップを建設し、このタウンシップに小規模な行政単位をつくるo こうして、限られ

た範囲の「部族J的・血族的紐帯などに基く内的統一の可能性をっくりだそうとしたが、タ

ウンシップに「部族Jプロックをつくることに反対があった。次いで、 1955年には、原住民

問題担当官ハウマン (R.Howman)の勧告が出され、都市在住のアフリカ人に対する管理方

法として新たな居住計画 (newhome-ownership housing scheme)の下で政府によるコン

トロールが提案された。また、政府は、原住民労働局 (NativeLabour Department)を通

して労働組合に接触し、さらに正常な労使関係の樹立を通してアフリカ人労働者を管理しよ

うとした。これは、地方と都市の原住民コミッショナー(NativeCommissioner)をPolitical

Officerとし、市当局者と都市在住アフリカ人に協力させるというものであった。しかし、最

終的には、この提案は承認されず、ナショナリストや労働組合の運動が植民地国家に敵対す

る直接的手段を開発するにつれて、この諮問委員会制度 (AdvisoryBoard System)は信用

をなくしていった3針。

ところで、吉園は、都市に対する農村一都市間関係の影響の変化を考察している。彼は、

人口の動き、土地、都市政策の変化がどのように都市の文化や政治に影響するのかを明らか

にしようとした。また、問題が「全国的になるJプロセスを扱っている。すなわち、 1950年

代以降、ソールズペリーでは支配的人口であった地域外の出稼ぎ民が、広範な農村一都市間

関係を持つ南ローデシアの人々に入れ替わっていく o 1950年代には、このような不均等な農
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村一都市間関係と植民地の境界を越える農村の闘争との関係の中で地域的なナショナリズム

が生まれてくる。したがって、民族の世界観の発展と持続の困難が誇張されてはいけない。

とくに都市中心部の労働者に対して「国は白人のものであり、白人が法と秩序を創るJと信

じさせると考えていたときはそうである37)。

次いで、プライアン・ラフトプロス (BrianRaftopoulos)は、「ナショナリズムとソール

ズペリーの労働jと題する興味深い論稿を発表している。チャールズ・ムジンゲレ (Charles

Mzingele)の死亡と1950年代のソールズペリーにおける改革産業および商業組合 (RICU)、

さらに大衆のナショナリズムの発展は、都市の人口と社会の変化を反映していた。これらの

変化は、 1950年代における農村の変化の結果、 1950年代中頃にはソールズペリーへの労働移

動が増加したことを反映している。この時期から初めて都市の地元出身者の数が南ローデシ

ア以外の出身者を上回ったo 1955年と1965年の問のハラレ青年同盟や後のナショナリスト政

党の出現は、都市政治の新しい展開の兆しを示すものであった。 RICUは、ロケーションや恒

久的に都市に居住する人々に関連する問題に活動を限定したが、ナショナリストの運動の動

員戦略には、農村で不満をつのらせていた都市出稼ぎ民が含められていた。この戦略は、全

国的動員の広いペースを作り出した。しかし、ナショナリストの運動が次第に台頭しつつあ

ったアフリカ人インテリの中の競合するセクトによって形成されるようになると、都市での

他の闘争は、このナショナリストのアジェンダの必要性によって優先順位がつけられるよう

になる3針。

5 むすぴ

近年の研究を概観して、ジンパプエ社会史研究について次のように指摘することができる。

ジンパプエの農村社会に関する豊かな研究に加えて、広範で多様で均質ではない移民の植民

地支配の経験やナショナリストの遺産をもっと広く検討し、ジンパプエ社会史研究を豊かに

する試みはもっとなされていいはずである。その一つが植民地期南ローデシアの都市におげ

るアフリカ人の経験の研究である。そこには解明すべき多くの問題が残されているo ソール

ズペリーやプラワヨ以外の都市に対する都市一農村関係の影響、多様な人種別グループの経

験を網羅する総合的な都市史、もっと広い地域やグローパルな影響の諸結果を含む都市社会

史の研究などである。

現代ジンパプエの都市民は、植民地支配の遺産に直面しているo 植民地統治官の直面した

問題は、脱植民地化時代の政治家たちも直面した。その中には、都市労働者の定着化と持続

的再生産、住宅と衛生、交通、地方政府の構造をめぐる問題がある。ジンパプエの都市人口

は、 1962年の76万人から1982年の194万人に、 1997年には427万人に増加した。それぞれ全人
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口の19.8%、25.9%、34.7%を占める。

このような人口の増加が経済危機やこの危機に対応する政治力の衰えと重なると、都市の

「市民社会J(civil society)が批判的な反対勢力形成の温床となる o 1940年代と1950年代以

降、都市政治がアフリカ人の闘いの特徴とつながったとき、反植民地闘争の焦点が農村に移

動したことは都市におけるアフリカ人の組織政治を周辺化させた。しかし、今日、労働組合、

住民組織、市民団体 (civicgroup)、NGO、反対政党の形での都市政治の復活は、ジンパプ

エの民主政治には歓迎すべきことであるo

しかし、都市の社会構造は、フォーマルな部門の労働者だけでなく、インフォーマル部門

からも成立しており、今日ますます多くの失業者や貧民が生まれているために都市住民の行

動は、しばしばストライキや組織されたデモではなく、暴動の形をとる。過去と同じように

都市と農村の再生産の危機が結びつき、それが人口の集中する都市中心部で生じると、一つ

の個別的な経済危機は群集の暴動になってしまうからである。

最近の研究に共通しているのは、行政上の公式の境界によって規定される範囲を超えて都

市の変化を見ることを強調している点である。都市が国民の経済的、社会的および文化的発

展に中心的な役割を演じることを前提とすれば、研究および分析の単位としての都市は、ナ

ショナルなそしてグローパルなプロセスにユニークな洞察を与えるであろうし、都市と個人

の生活の関係にも独自の洞察を与えるであろう。

都市の歴史を「人口爆発j、「経済崩壊」、「西洋による搾取Jというタームで説明すること

は、複雑なプロセスを単純化するものであり、南部アフリカの諸都市の人々の感情や経験と

合致しているとは言えない。都市は、「闘争の場J(site of struggle)であるとともに「革新

と変革と再建のダイナミックな場J(dynamic site of innovation， change and reconstruc-

tion)でもある。
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